
令和４年度 清水小学校だより  

○あ かるく ○い つでも ○さ きに ○つ たえる ～大人としてこちらから「あいさつ」を仕掛けます～ 

 

 ＜清水小学校めざす児童像＞ 

「しっかり考える子」「自らよく行う子」 

「すこやかな子」 

令和４年４月号   校長 迎  和  人  

令和４年度がスタート  ～進級、入学おめでとうございます～  

今年は春休みが１日長く、４月７日が始業式でした。元気な子どもた

ちが、学校に戻ってきました。１１日には、１年生５９人が入学しまし

た。これで清水小学校全児童４２４人全員がそろいました。進級そして

入学おめでとうございます。いよいよ令和４年度の清水小学校が動き出

しました。１３日には、きこえ・ことばの教室の入級式も行いました。  

また、例年のことですが、職員の人事異動があり、新しい職員も着任

しました。新しい清水小のスタートにちなんで、学校だよりの名称を

「くすの木」にしました。校門横にある大きなクスの木のように、子どもたちも「スケー
．．．

ルの
．．

大きな人間
．．．．．

になってほしい」という思いからつけました。どうぞ、よろしくお願いします。  

 

◇今年度の重点指導について＝目指せ「１００点あいさつ」  

 私は、子どもたちのあいさつには、不思議な力があると思っています。いくつか紹介します。 

１ 地域を元気にします＝子どもたちの声が響くだけで元気が出ます。 

２ 地域の防犯力をアップします＝ドロボウさんは、あいさつされることを好みません。  

３ 相手の存在を意識する力を高めます＝「そこにあなたが居ることを、私は認めていま

す」人権教育の基本があいさつと考えています。  

私の夢は、清水小学校の「あいさつを１００点」にすることです。４月頭の職員会議で、「子ど

もたちが、顔（目）をみてあいさつをする手立てを考えるように」と、職員に伝えました。もち

ろん、私たち職員もあいさつ力の向上に努めます。どの学年が頑張っているか、保護者・地域の

皆さんもよく見ていてください。そして、励ましてくださるとありがたいです。もう一つありま

す。私たち職員は、決して子どもたちを「呼び捨て」にしないことも確認しました。子どもたち

の人権を、私たち職員も守ります。 

□子どもたちの健康を守る～感染対策について～  

 新型コロナウイルス感染者数は、なかなか減りません。むしろ増加しているように思います。

子どもたちの健康を守るために、以下のこと取り組みますので御協力ください。 

 

 

 

 

 

 

 

※コロナの感染状況によっては、予定が変更（中止）になる場合があります。全て子どもたちの健康   

を守るためです。御理解ください。日課や行事の変更等は、安心・安全メールで速やかにお知らせ 

します。「清水小安心・安全メール」の確実 (正確 )な登録をお願いします。  

く す の 木 

□毎朝の検温、風邪症状の有無の確認をお願いします。  
→本人に熱があるときはもちろんのこと、御家族に「風邪？」と思うときにも、
登校させず自宅で様子を見てください。「万が一」を考えて・・・！  

 →学校で体調が悪くなった場合は、保護者の迎えをお願いします。  
□マスク着用、手洗いを徹底します。  
 →室内では、必ずマスクを着用します。また、こまめに手洗いをするよう、指導

します。換気も気を付けて行います。  
□抵抗力をつけるために、「早寝・早起き・朝ごはん」など、生活のリズムを整えて
ください。  


